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①
心新たに　 1 月 5 日、毎年恒例の「只見町新年交歓会」が季の郷湯ら里にて行われました。町長の新年のあ
いさつで引き締まった後は、町内の伝統芸能を堪能しつつ、方々で活躍される面々との歓談の中、意見交換
に花が咲きました。議員も叱咤激励を受けながら、身を引き締めての新年開始です。

１．平成２３年：只見振興センターとの合築案
　　　　　約１１億円

２．平成２５年：プロポーザルで設計業者が決まる
（㈲アーキプロ／東京都）

３．平成２３年：基本計画　１２億９０００万円

４．平成２４年～平成２６年 ６ 月３０日：
　　　　　基本設計　１３億円

５．平成２６年１２月：実施設計　１４億円

　
平
成
27
年
度
予
算
を
審
議
す
る
３
月
会
議
が
、
３
月
10

日
か
ら
19
日
の
10
日
間
行
わ
れ
、
意
見
を
付
し
て
町
長
提

案
の
議
案
す
べ
て
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
最
大
論
点
は
、
建
設
コ
ス
ト
が
増
大
し
た
役
場

新
庁
舎
建
設
の
予
算
14
億
円
を
議
会
で
承
認
す
る
か
否
か

で
し
た
。
反
対
討
論
、
賛
成
討
論
を
経
て
議
決
に
至
り
ま

し
た
。

　
現
段
階
で
は
、
実
施
設
計
の
概
算
説
明
ま
で
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
も
含
め
た
経
過
報
告
を
し
ま
す
。

平成27年度　一般会計予算　　68億3000万円可決!

役場新庁舎　建設スタート!
本
年
度
工
事
費

14
億
円

役場新庁舎イメージ

経過 新庁舎の建設計画
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②
内堀県政にお願い　 1 月 ８ 日、県内市町村議会議長が一堂に会しての年賀交換会が、知事公邸において行わ
れました。東日本大震災及び原発事故の復興を初めとする、内堀県政の推進についての抱負を拝聴し、只見
町からはエコパークによる地域づくりをお願いしました。

役場庁舎建設関連経費
年　度 項　　　　　目 金額

平成２３年度 役場庁舎建設基本計画策定業務委託料 ７1０万円

平成２5年度 役場新庁舎及び地区センタープロポーザル事務局業務及び
設計コーディネート委託業務 ６1７万４０００円

平成２5～２６年度 役場新庁舎基本設計支援等委託業務 1３5３万5０００円
平成２5～２６年度 役場新庁舎建築基本設計委託業務 ２００1万３０００円
平成２６年度 役場新庁舎建築実施設計支援委託業務 5４８万６０００円
平成２６年度 役場新庁舎建築実施設計支援委託業務 5４９1万３０００円

今後の事業予定
年　度 項　　　　　目 金額

平成２７～２８年度 役場庁舎建築費（本体・電気・一部外構工事） 1４億円
平成２７～２８年度 新庁舎建築監理委託業務 ２5００万円
平成２７～２８年度 新庁舎建築設計委託業務（サインデザイン※１・備品等計画） ３３０万円
平成２８年度 新庁舎建築設計委託業務（ランドスケープ※２） ３７０万円
平成２８年度 役場庁舎建築費（セキュリティー・電話関係一式等） 未　定
平成２８年度 各種移設等経費（防災システム・電算システム等・備品等移設） ８０００万円
平成２９年度 庁舎解体後跡地整備工事 未　定

平成27年度　一般会計予算　　68億3000万円可決!

役場新庁舎　建設スタート!
３月会議

討
論

反　対

山
岸
フ
ミ
子 

議
員

　

一
部
前
向
き
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ハ
ー
ド

事
業
が
多
く
、
人
口
減
少
の
中
、
住
民
全
体
の

暮
ら
し
と
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的
予
算
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
に
反

対
す
る
。

賛　　　成

藤
田　
　
力 

議
員

　

現
庁
舎
の
耐
震
性
は
Ｃ
ラ
ン
ク
だ
。
防
災
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
建
設
は
必
要
で
あ
り
、

中
心
市
街
地
の
拠
点
と
し
て
も
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

目
黒　
仁
也 

議
員

　

庁
舎
建
設
に
関
し
て
、
今
、
後
戻
り
す
る
こ

と
は
町
民
の
福
祉
の
向
上
に
な
ら
な
い
。
行
政

改
革
を
し
っ
か
り
進
め
、
投
資
す
べ
き
は
投
資

し
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
一
歩
軸
足
を
置
い
て

い
く
べ
き
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

鈴
木　
　
征 

議
員

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
庁
舎

は
危
機
管
理
機
能
を
備
え
た
防
災
拠
点
で
あ
り
、

早
急
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛

成
す
る
。

※１：サインデザイン（signdesign）
　公共施設において欠かせない「サイン（sign)」（人々の行動のよりどころとなる情報を具体的な形で表
したもの）を、ただやみくもに表示するのではなく、よりスムーズで快適な行動を促せるよう、様々な角
度から考えながら計画し、設計すること。

※２：ランドスケープ（landscape）
　景観を構成する諸要素。ここでは景観構成全体のデザインのことを言う。

3

３
月
会
議

１
月
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

全
員
協
議
会



③
次世代イノベーター　 1 月1３日、地域人材育成ダイヤモンドプラン事業第 5期生の閉講式が行われました。
5期生はすべて只見高校生で、それぞれ目標を持って「次世代イノベーターの育成講座」の所定科目をマス
ターされて、めでたく修了されました。将来のまちづくりに求められるのは、個々の力を高め連帯した推進
力です。

問
町
税
収
入
が
8
億

台
に
減
収
し
て
き

た
の
は
大
規
模
固
定
資
産

税
の
減
収
だ
と
思
う
が
、

今
後
の
減
収
見
込
み
は
。

答
ダ
ム
な
ど
の
大
規

模
固
定
資
産
税
が

年
間
2
0
0
0
万
円
程
減

っ
て
行
く
見
込
み
だ
。

町　
　

税

基
金
繰
入
金

町
所
有
の
株
式

在
宅
酸
素
療
養

雪
国
鉄
道
資
料
館

問
町
は
東
邦
銀
行
株

を
保
有
し
て
い
る

が
、
今
後
、
電
源
開
発
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
、
町
と
関

係
あ
る
企
業
株
を
所
有
す

る
予
定
は
な
い
か
？

答
現
在
は
検
討
し
て

い
な
い
が
、
可
能

性
に
つ
い
て
勉
強
す
る
。

問
近
年
、
電
気
料
金

の
値
上
が
り
や
消

費
税
の
増
税
な
ど
で
生
活

が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
給

付
費
の
増
額
見
直
し
は
な

い
の
か
？

答
内
部
検
討
を
ま
ず

し
た
い
。

豪
雨
災
害
訴
訟

保
育
費
補
助

じ
ね
ぇ
ん
と

問
委
託
費
を
就
労
支

援
型
へ
切
り
替
え

る
と
、
年
間
6
5
0
万
円

以
上
予
算
軽
減
さ
れ
る
が
、

検
討
し
た
の
か
？

答
現
在
の
委
託
先
で

あ
る
南
陽
会
に
就

労
支
援
型
へ
の
切
り
替
え

を
要
請
し
て
い
る
。

問
昨
年
度
比
約
15
億

円
増
だ
が
、
有
効

活
用
の
意
見
を
受
け
て
の

も
の
か
？

答
そ
の
通
り
だ
。
目

的
基
金
と
し
て
積

み
立
て
て
き
た
も
の
を
活

用
す
る
。
内
、
11
億
円
は

新
庁
舎
建
設
予
算
だ
。

問
資
料
館
は
ど
の
よ

う
な
も
の
を
想
定

問
弁
護
士
委
託
料
の

内
容
は
着
手
金

問
軽
減
で
は
な
く
、

第
三
子
以
降
は
免

除
す
る
く
ら
い
の
補
助
が

あ
っ
て
い
い
の
で
は
？

答
協
議
・
検
討
す
る
。

雪国鉄道資料館に配備を検討される、ＤＥ15型ラッセル車

8億9249万
1000円

123万
6000円

21億8408万
4000円

1500万円

28万
8000円

12万4000円

200万円

216万円

東
邦
銀
行
株
配
当
金

運
営
委
託
費

電
気
料
金
給
付
費

多
子
世
帯
保
険
料

軽
減
事
業
補
助
金

整
備
構
想
策
定

委
託
料

訴
訟
対
応
弁
護
士
料

し
て
い
る
の
か
？　

中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
と
の

整
合
は
取
れ
て
い
る
の
か
？

答
ラ
ッ
セ
ル
車
、
ロ

ー
タ
リ
ー
車
等
3

～
4
輌
を
只
見
駅
前
広
場

に
動
体
保
存
し
た
い
意
向

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
中

だ
。
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

町税９億円を
割り込む

予算
審議

予
算
特
別
委
員
会

質
疑
応
答

か
？　

今
後
も
増
え
る
可

能
性
は
無
い
の
か
？

答
着
手
金
だ
。
成
功

報
酬
等
、
状
況
に

よ
っ
て
は
今
後
増
え
る
可

能
性
も
あ
る
。
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④
どうする只見駅前　 1 月15日、商工会役員と地域関係団体代表者による「只見町商工会新年懇親会」が開催
されました。商店街活性化事業など、これからの只見駅を含むまちづくりについて話し合いが行われました。

農
業
政
策

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

木
材
集
積
加
工
場

自
然
首
都
只
見

集
落
排
水
施
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

芸
術
文
化
公
演

町　

表　

彰

問
身
障
者
雇
用
し
て

い
る
会
社
の
表
彰

を
検
討
し
て
は
？

答
時
代
背
景
及
び
社

会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
て
、
規
定
の
見
直

し
を
検
討
す
る
。

問
国
・
県
の
政
策
を

そ
の
ま
ま
適
用
す

問
「
木
の
駅
構
想
」

と
何
が
違
う
の
か
？

答
同
じ
も
の
だ
。

問
候
補
地
は
あ
る
の

か
？　

ま
た
、
総

工
費
は
ど
の
程
度
を
想
定

し
て
い
る
の
か
？

答
場
所
は
湯
ら
里
周

辺
を
考
え
て
お
り
、

総
工
費
は
1
億
円
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

問
総
工
費
1
億
円
規

模
で
は
設
計
委
託

料
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
？

答
市
町
村
支
援
機
構

に
見
積
り
を
お
願

い
し
て
出
て
き
た
も
の
だ
。

問
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
一
本
筋
の
通
っ

た
考
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
は
？

答
き
ち
ん
と
方
向
性

を
も
っ
た
話
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
伴
う
個

人
情
報
保
護
管
理
は
ど
う

す
る
の
か
？

答
国
管
理
の
中
間
サ

ー
バ
ー
を
経
由
し

情
報
を
取
得
す
る
。
懸
念

の
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

問
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
？

答
有
名
な
写
真
家
に

依
頼
し
、
写
真
集

制
作
や
展
示
会
開
催
等
を

予
定
し
て
い
る
。

解
体
工
事

Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

断
層
撮
影　

）

朝
日
財
産
区

問
解
体
工
事
の
内
容

は
？

答
只
見
駅
前
住
宅
１

２
０
０
万
、
旧
明

和
小
学
校
体
育
館
３
３
０

０
万
だ
。

問
体
育
館
に
つ
い
て

は
利
用
し
た
い
と

い
う
話
が
な
か
っ
た
か
？

答
２
件
の
話
が
あ
っ

た
が
、
辞
退
さ
れ

た
。

問
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
？

答
ヘ
リ
空
撮
を
予
定

し
て
い
る
。

問
公
演
の
回
数
は
？

生
の
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
考
え

は
？答

本
年
度
計
画
は
1

回
だ
が
、
県
な
ど

の
事
業
と
合
わ
せ
、
生
の

文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

問
線
架
契
約
の
時
期

と
価
格
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
提
案
を
し
な
い

の
か
？

答
次
の
契
約
は
平
成

28
年
だ
。今
後
、

管
理
会
で
検
討
す
る
。

問
今
後
解
散
す
る
こ

と
は
な
い
の
か
？

答
現
在
の
管
理
会
は

継
続
の
方
針
だ
。

問
公
債
費
残
が
約
20

億
あ
る
。
統
合
効

率
化
は
進
む
が
、
今
後
住

民
負
担
増
と
な
ら
な
い
か
？

答
料
金
は
次
回
の
消

費
増
税
の
際
に
再

検
討
す
る
予
定
だ
。

問
新
し
く
Ｃ
Ｔ
を
購

入
す
る
と
の
こ
と

木質チップ供給施設概要図

家庭劇場にて町内小学生に文化講演を披露

4500万円

1880万円

350万円

5034万円

1080万円32万4000円

2765万
4000円

3816万
5000円

75万
1000円

建
物
解
体
工
事
費

整
備
調
査
設
計

短
編
動
画
制
作
業
務

シ
ス
テ
ム
整
備

委
託
料

認
知
度
向
上

事
業
委
託

芸
術
文
化
公
演

委
託
料

医
療
用
備
品
購
入
費

負
担
金
・
補
助
金

表
彰
式
報
償
費

る
だ
け
で
な
く
、
町
独
自

の
政
策
で
建
て
直
し
を
検

討
す
べ
き
で
は
？

答
町
独
自
の
農
政
を

組
み
立
て
る
必
要

が
あ
る
。
米
価
下
落
に
対

し
て
町
村
が
支
援
す
る
様

な
支
援
の
仕
方
か
ら
は
退

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
精
度
は
向
上
す
る

の
か
？

答
よ
り
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
検
査
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
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⑤
汚染水対策万全に　 1 月２７日、県町村議会議長会理事・監事合同会議において、平成２７年度町村議会議長会
の事業計画など定期総会に向けた準備をするとともに、復興庁と東京電力㈱に対して、汚染水対策など万全
を期していただくよう強く要望してきました。

	 平成２７年 ３ 月１９日　

　只見町議会議長　齋藤邦夫　様
	 予算特別委員会　　　　
	 委員長　大塚純一郎　

予算特別委員会審査報告書
　本委員会に付託された、次の議案について、その審査結果を只見町議会会議規則第７７条の規定
により報告します。
　本件は、平成２７年 ３ 月１６日、１７日、１８日の ３日間にわたり委員会を開催し慎重に審議した。

記
　
１、議案第３９号　　平成２７年度只見町一般会計予算について
　　　審査結果　本件については、次の意見を付して採択すべきものとした。
⑴　新庁舎建設について
　東日本大震災からの復旧復興と2020東京オリンピック開催決定の影響から建築資材
等の急激な高騰が続き、当初計画に比べ建設コストが増額したことは理解できる。し
かし、今後予定される外構などの関連付帯工事については、年々増加する行政需要と
限られた財源の中、厳しく予算縮減に努めるとともに議会との事前協議を十分図りな
がら進められたい。

⑵　住民訴訟弁護士費用について
　昨年 ７月に収受された催告の後、原告住民側との協議の時間は十分あった。町長は、
今日訴訟に至った執行者としての責任を重く受け止めるべきである。今後の経過によ
っては、当町にとって大変重い負担と住民へのしわ寄せも懸念される。当局は推移を
見極め、慎重な予算執行に努めるべきである。

⑶　農業政策について
　国の農政転換により、地域農業の確立が改めて求められている。現在の補助政策を
根本から見直し、農林水産業を軸とした新たな制度設計に着手し、生産から流通まで
の新しい町の産業基盤づくりに取り組まれたい。

⑷　物件費の抑制及び超過勤務について
　特に委託料については、「ゼロベースで思考する」という財政方針を重視し、計画段
階で厳しく精査するとともに、契約見直しによる財政負担の軽減に努めるべきである。
尚、超過勤務手当については、ほぼ前年同額であるが適正な執行のため管理職は厳し
く労務管理に努められたい。

議案第４０号から議案第５１号までの特別会計予算は原案のとおり採択されました。

●●●●平成27年度 予算審査結果●●●●
　平成27年度予算の審議について、予算特別委員会から下記の意見を付して、採択
すべきものとしました。
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⑥
ユネスコスクール認定　 1 月２９日、朝日小学校がユネスコスクールに認定され、福島県内では ３校目の認定
となりました。日本ユネスコ国内委員の及川幸彦氏から講演があり、大勢の方が聴講されました。

只見駅に入る列車に手を振る観光まちづくり協会職員

ポンプ操法訓練を行う消防団員

条例
只見町消防団条例の一部改正

団員の士気向上へ
　団員数が年々減少する中、団員の確保と士気向上及び近隣町村との
格差是正を図るための改正です。
〈主な改正内容〉
⃝団員資格年齢の引き上げ
　満18歳以上58歳以下
　　⬇
　満18歳以上65歳以下
⃝団員報酬の引き上げ
　災害出動
　4400円／回
　　⬇
　6000円／回　ほか

介護保険条例の一部改正

低所得者の
保険料軽減

あれ これ
新規・改正

　第６期介護保険事業計画は、平
成27年度から29年度までの３年間
の計画です。今回の見直しにより、
介護保険料は所得段階が６段階か
ら９段階に変更となりました。ま
た、第６期期間中については、低
所得者の第１号保険料の軽減強化
のため、第１段階から第３段階に
ついては、さらに保険料が軽減さ
れます。

　奥会津の重要な観光路線である只見線、全線
復旧の目処はまだたっておりません。住民の皆
様に只見線への愛着を深めてもらう目的で、通
過する列車を見かけたら手をふりましょうとい
う条例です。奥会津五町村（只見町、金山町、
昭和村、三島町、柳津町）と、新潟県魚沼市の
沿線６市町村がそれぞれ条例案を提案したもの
です。

　いじめは許されない行為であり、すべての児童・生徒が学
習や学校生活を安心して送る事が出来るよう、学校はもとよ
り、町や地域の関係組織の連携のもとに、いじめ問題を組織
的に克服するための条例です。
　協議会は15名以内で構成され、調査委員会と再調査委員会
が設置されます。

　従来、99歳（白寿）の祝い金３万円と百
歳賀寿祝い金５万円が給付されていました
が、百歳賀寿祝い金５万円に統一される条
例改正です。

只見線に手をふろう条例

おもてなしのこころ

いじめ問題対策連絡協議会設置条例

いじめはダメ
敬老祝金支給条例の一部改正

敬老祝金の見直し
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⑦
まだまだ課題山積　 ２ 月 ３ 日、南会津地方町村議会議長会が開催され、ＪＲ只見線の早期復旧、原発事故風
評被害など、当面する各町村の課題について協議しました。平成２７年度事業計画では、 ７月に郡議員大会の
開催などを決定しました。

明和保育所修了式

田島駅と只見駅間を走るツアーバス

◀昨年度に発行されたプレミアム商品券

地方創生

町の総合戦略づくりに着手
国緊急支援交付金　4100万円交付

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
前
年
の
事
業
確
定
に
よ
る

減
額
補
正
と
、
国
が
打
ち
出
し
た
「
地
方
創
生
」
緊
急
支
援
対
策
に
よ

る
追
加
事
業
が
主
な
補
正
内
容
で
す
。
今
年
先
行
型
と
し
て
、
只
見
町

創
生
総
合
戦
略
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
地

域
の
消
費
を
促
す
事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

本
格
的
な
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。

地方創生とは
　国は、地方の人口減少対策として、若者が東京へ流出するのを防ぐため、
地方に移住・定住できる拠点や環境整備に積極的に支援するなどの「地方
創生」を打ち出し、今後五ヵ年で集中的な財政支援を地方におこないます。

地域創生先行型補助金　約2930万円
1.　子ども預かりサービス

約130万円

2.　出会いの場作り応援
約370万円

4.　宿泊・飲食業者支援
約2500万円

6.　プレミアム商品券　1700万円

5.　総合戦略策定　約540万円

3.　観光二次交通　約600万円

　子育て世帯を支援するため、子ど
も一時預かりサービスを利用した世
帯に利用料の一部を補助します。

　独身男女の出会いの場が
少なくなってきています。
地域の若者同士でも繋がり
の場を提供するための事業
をＮＰＯ法人に業務委託す
るものです。

　只見町全体の宿泊観光人
口の底上げを図るために、
高齢者・障がい者、外国人
観光客が利用しやすい施設
整備に必要な経費を補助す
るものです。

　今年もプレミアム率20％を付け、 1 万6000セット発行され、町内外
の方が購入できます。

　人口減少と地域経済縮小を克服し、
地方創生を推進することを閣議決定さ
れたことを受け、地方版となる「只見
町 まち・ひと・しごと創生人口ビジョ
ン」「只見町まち・ひと・しごと創生
総合戦略」を策定する事業です。

　観光二次交通を整備し、交流人口の
拡大を図るために町内タクシー事業を
活用して、町内周遊プランや、只見町
と南会津町を周遊するバスツアーの運
行を行なう事業所に補助金を支援する
ものです。

※二次交通：公共交通機関の整備されていない
自治体で、観光客のアクセスを可能にするた
めの補助的な交通手段を提供すること。

地域消費喚起・生活支援型補助金　約1250万円

3月補正額
1億5130万9000円

55億7510万1000円

平成26年度
一般会計予算

補正後の予算総額

平成26年度補正
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⑧
金山町とともに　 ２ 月 5 日、金山町議会議員と只見町議会議員との懇談・懇親会が開催されました。平成２３
年 ７ 月の新潟・福島豪雨災害の復旧復興の共通課題である、ＪＲ只見線の早期全線復旧要望活動でスクラム
を組んで取り組むことを再確認しました。

議案
番号 議　　案　　名 内　　　　　容

賛　否　状　況
中
野
藤
田
佐
藤
山
岸
新
國
小
沼
酒
井
目
黒
大
塚
石
橋
鈴
木

第 4号 只見町議会委員会条例の一部を改正する条例 地方教育行政法の一部改正に伴い、教育委員会の委員長を教育委員会の教育長
に改める ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第 5号 只見町行政手続条例の一部を改正する条例 行政手続法の一部改正に伴い、行政指導の方式、行政指導の中止の求め、処分
等の求めについて、項目を追加・新設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第 6号 只見町只見線にみんなで手をふろう条例 地域住民の只見線に対する愛着を深め、只見線の再開通に向けた機運を高める
ことを目的として、新たに制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第 7号 只見町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例

県人事委員会勧告に準じて給与月額の改定を行う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第 8号 只見町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する
条例

地方教育行政法の一部改正に伴い、所掌事項の職に教育長を加える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第 9号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例

期末手当の支給月数の配分を見直す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第10号 只見町いじめ問題対策連絡協議会等設置条例 いじめ防止推進法の成立を受けて本町におけるいじめ等に関係する機関及び団
体の連携を図るため、新たに制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第11号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

2つの職名を削除し、 1つの職名を改正し、 6つの職を新たに追加。
①只見町ブナセンターの職務実態に即して職名 2つを削除し、他の 1つの職名
について名称と金額を改めるものであります。
②いじめ問題等対策連絡協議会等設置条例の制定に伴ない、新たな職を 5つ追
加するとともに、スクールソーシャルワーカー設置要綱に基づく職を 1つ追加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第12号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例

期末手当の支給月数の配分を見直す改正を行うとともに、地方教育行政法の一
部改正に伴うものとして、別表に教育長を加える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第13号 教育長の給与・勤務時間その他の勤務条件に関す
る条例を廃止する条例

地方教育行政法の一部改正に伴い、条例を廃止するとともに、期末手当の支給
月数の配分を見直す改正を行う ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第14号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 県人事委員会勧告に準じて、職員の月例給の見直し、医師の地域手当の支給率
引上げ、単身赴任手当の引上げを行うもの。職員の月例給の見直しについては、
世代間調整として50代以上は引き下げるとともに、若年層については一定の引
上げを行い、職員平均では 1％の引き下げを行う内容。また、期末手当、勤勉
手当の支給月数の配分を見直す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第15号 只見町保育所条例の一部を改正する条例 子ども・子育て支援法の施行に伴ない、入所児童の規程等について所要の改正
を行う ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第16号 只見町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 満99歳の支給、満100歳の支給について、百歳賀寿への整理統合を行うための
改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第17号 只見町介護保険条例の一部を改正する条例 介護保険法改正に伴う所要の改正と、第 6期介護保険事業計画期間開始に伴な
う保険料額の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第18号
只見町指定地域密着型サービス事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の公布を受けて、複合型サービス
を看護小規模多機能型居宅介護に改めるなど、所要の改正を行うもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第19号

只見町指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の公布を受けて、所要の基準を定
めるため、新たに条例を制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第20号
只見町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴ない、所要の基準を定めるため、新たに条例を制定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第21号 只見町地域包括支援センターの職員等の係る基準
に関する条例

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴ない、所要の基準を定めるため、新たに条例を制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第22号 只見総合開発センター設置条例を廃止する条例 施設の解体撤去に伴ない、条例を廃止する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第23号 只見町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 福島県道路占用料徴収条例の一部改正に伴ない、民間における地価水準等を勘
案した改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第24号 只見町消防団条例の一部を改正する条例 消防組織法に定められた条項の追加を行うとともに、定年年齢の引上げ、各種
手当の見直し等を行う改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第25号 只見町辺地総合整備計画の策定・変更 塩沢、小林辺地の計画策定と、蒲生・叶津、只見、黒谷、亀岡辺地の計画変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
第26号 只見町過疎地域自立促進計画の変更 ハード・ソフト含めた各種事業に取り組んでいくための計画変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第27号 只見町第 7次高齢者福祉計画及び第 6期介護保険
事業計画の策定

只見町議会基本条例の規定により、議決をお願いするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第28号 只見町子ども・子育て支援事業計画の策定 只見町議会基本条例の規定により、議決をお願いするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第29号 一般会計補正予算（第10号） 1億5130万9000円の減額補正。概ね各種事業等の執行に伴う整理予算でありま
すが、増額要因として主に国の地方創生関連予算を増額。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第30号 国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4号） 基金繰入金200万円を計上し、療養給付費交付金は減額見込。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第31号 国民健康保険施設特別会計補正予算（第 6号） 歳入の診療収入等の減額分を歳出の診療所費で調整のほか、地方債補正。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第32号 介護保険事業特別会計補正予算（第 4号） 歳入では支払基金交付金並びに県支出金及び繰入金の減額を見込むとともに、
歳出でも主に保険給付費の減額を見込んでいる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第33号 介護老人保健施設特別会計補正予算（第 2号） サービス収入の減額を見込む一方、歳出では、総務費等を減額し、予備費で調整。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第34号 訪問看護ステーション特別会計補正予算（第 2号） 歳入の訪問看護療養費並びに繰入金と、歳出の訪問看護事業所費との調整。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第35号 簡易水道特別会計補正予算（第 6号） 維持費、設備整備費の減額を国庫補助金と繰入金等で調整のほか、地方債補正。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第36号 観光施設事業特別会計補正予算（第 2号） 歳出の総務費と繰入金の調整。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37号 交流施設特別会計補正予算（第 2号） 指定管理料の増額を一般会計繰入金で措置のほか、繰越明許費。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第38号 朝日財産区特別会計補正予算（第 1号） 整理予算。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第39号 平成27年度只見町一般会計予算 歳入歳出の予算総額は、68億3000万円となり、
平成26年度当初予算対比18億2000万円の増額、率にして36.3％の増。 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第40号 平成27年度只見町国民健康保険事業特別会計 26年度当初対比6100万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第41号 平成27年度只見町国民健康保険施設特別会計 26年度当初対比4100万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第42号 平成27年度只見町後期高齢者医療特別会計 26年度当初対比200万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第43号 平成27年度只見町介護保険事業特別会計 26年度当初対比4100万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第44号 平成27年度只見町介護老人保健施設特別会計 26年度当初対比200万円の減額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第45号 平成27年度只見町訪問看護ステーション特別会計 26年度当初対比で同額の予算編成 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第46号 平成27年度只見町地域包括支援センター特別会計 26年度当初対比10万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第47号 平成27年度只見町簡易水道特別会計 26年度当初対比2億700万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第48号 平成27年度只見町観光施設事業特別会計 26年度当初対比900万円の減額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第49号 平成27年度只見町交流施設特別会計 26年度当初対比900万円の減額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第50号 平成27年度只見町集落排水事業特別会計 26年度当初対比800万円の増額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第51号 平成27年度只見町朝日財産区特別会計 26年度当初対比30万円の減額 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意
第 2号

人権擁護委員の推薦につき同意を求めることにつ
いて

人権擁護委員法の規定に基づき、候補者の議会同意を求める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　　×反対　　－欠席

３月会議提案議案の賛否一覧
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⑨
過疎地域も地方創生　 ２ 月1３日、全国過疎地域自立促進連盟理事会が開催され、地方創生先行型交付金制度、
過疎債の増額４1００億円、過疎債の有効活用など平成２７年度事業計画及び予算について審議されました。早稲
田大学宮口教授の記念講演を聴講しました。

１月会議ふるさと納税の
業務委託決定

　
１
月
29
日
に
１
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
林
道

災
害
復
旧
工
事
の
変
更
契
約
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
財
産
取
得
１
件
、
教
育
委
員
会
の
選
任

同
意
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
中

で
審
議
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

例
年
に
な
い
豪
雪
で

除
雪
費
追
加
！

　

12
月
か
ら
の
豪
雪
に
よ
り
、
1
月
20

日
、
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
生
活
の
足
の
確
保
と

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
除

雪
費
が
大
幅
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上

さ
れ
、
採
択
し
ま
し
た
。

問
町
外
の
業
者
へ
の

礼
品
業
務
委
託
だ

が
、
地
元
の
業
者
に
よ
る

対
応
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
？答

ス
タ
ー
ト
段
階
な

の
で
、
実
績
の
あ

る
専
門
業
者
へ
の
業
務
委

託
と
し
た
が
、
第
二
段
階

か
ら
は
地
元
の
業
者
へ
の

委
託
を
考
え
た
い
。

問
第
二
段
階
の
実
施

は
い
つ
頃
か
？

答
27
年
度
中
に
は
検

討
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の

年
間
目
標
額
は
？

答
「
平
成
24
年
度
：

１
２
３
万
円
、
平

成
25
年
度
：
３
０
６
万
円
、

平
成
26
年
度
：
１
９
４
万

円
」と
い
う
礼
品
な
し
で
の

過
去
の
実
績
を
考

慮
し
て
、
ま
ず
は

年
間
５
０
０
万
円

を
目
標
と
し
た
い
。

問
高
額
の
寄

付
を
さ
れ

た
方
に
、
ど
ん
な

お
礼
の
産
品
を
進

呈
す
る
の
か
？

答
第
一
段
階

は
「
自
然

首
都
・
只
見
」
伝

承
産
品
10
品
の
中
か
ら
４

０
０
０
円
程
度
の
品
を
贈

る
。
第
二
段
階
で
は
只
見

産
の
米
も
産
品
の
ひ
と
つ

と
し
て
加
え
た
い
。 除

雪
道
路
維
持
費

約
4
0
0
0
万
円

除
雪
支
援
事
業
給
付
金

約
4
9
0
万
円本年の豪雪状況（長浜地内）

公共施設の除雪状況

ふるさと納税の御礼品全品

ふ
る
さ
と
納
税

質
疑
応
答

1月補正額　　998万円
平成26年度　一般会計予算
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⑩
来場者数大幅増　 ２ 月1４～15日、第４３回只見ふるさとの雪まつりがＪＲ只見駅前広場において開催されまし
た。入場者数は２８０００人。小出から只見間が豪雪のため、列車が不通となる事態も生じましたが、前年に比
べ来場者が増加しました。

金山町議会との懇親会での集合写真

議会活動

　リポー
ト

　

２
月
５
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
に
お
い
て
、
金
山
町
議
会
議

員
と
の
懇
談
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
７
月

の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
復
旧
復
興
の
共
通
課
題
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早
期
復
旧
要
望
活
動
で
総
合
的
に
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

只
見
線

全
線
復
旧
に
向
け
て

総
合
協
力
を
確
認

　 3月会議において、「只見町議会委員会条例」の一部を改正する案が可決され、 4月 1日より、これまでの
「議会広報特別委員会」は「広報広聴常任委員会」へと名称と役割を変え、新たな委員と共に再スタートす
る運びとなりました。
【目　的】議会の広報・広聴を担う委員会としての役割をより明確にし、議会基本条例に則った、より開か

れた議会にするための活動を、積極的かつ責任をもって行えるようにすること。
【新委員】委員長：石橋明日香、副委員長：小沼信孝

委　員：山岸フミ子、大塚純一郎、中野大徳、目黒仁也

常任委員会として再始動

動画の過去ログ閲覧が可能に
　昨年６月会議分から、リアルタイムで議会のインターネット中継が見られるようになり、１か月間は視聴
可能でした。今３月会議分から、１か月経過後もバックナンバーで視聴可能となりましたので、アクセス方
法をお伝えします。

委員会リポート
■広報広聴常任委員会

只見町ホームページ　http://www.tadami.gr.jp

只見町について 議会中継 バックナンバー

議会当日から１ヶ月間視聴可能な

U
ユ ー ス ト リ ー ム

stream
１ヶ月後から視聴可能な

Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube
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⑪
高校生の町おこし　 ２ 月1７日、只見高等学校振興対策会議総会並びに懇親会が季の郷湯ら里で行われました。
北海道や島根などの小さい町村の地元高校による「魅力化」への取り組み事例などがあげられ、真剣な議論
が交わされました。

３ 月 1 日　只見高校卒業式

奥会津学習センター内での生活状況

委員会リポート
■
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

財
政
と
将
来
を
見
越
し
た

施
設
整
備
を

只見高校の行方は
県に新しい方針を求む

今
後
も
計
画
さ
れ
て
い

る
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
財
政
と
将
来
を
見

越
し
た
施
設
で
あ
る
こ

と
を
慎
重
に
検
証
・
調

査
し
て
い
き
ま
す
。

生
し
、
十
二
分
に
考
え

て
建
設
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
必
ず
使
い
勝
手

の
悪
さ
に
関
す
る
問
題

が
発
生
す
る
も
の
で

す
。
当
委
員
会
で
は
、

　

少
子
超
高
齢
化
と
言

わ
れ
る
時
代
の
中
で
、

10
年
後
の
只
見
町
の
人

口
は
３
８
０
０
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
、
全
町
的
に
空
き
家

が
増
え
て
く
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
、

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
」
を
前
面
に
押
し
出

し
た
施
策
の
展
開
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
大
幅
な
落

ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る

中
で
、
広
大
な
只
見
町

の
生
活
圏
を
集
約
し
た

町
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
建
築
物
は
、

建
設
し
た
時
点
か
ら
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発

■
経
済
文
教
常
任
委
員
会

　

只
見
高
校
は
、
今

後
、
存
続
か
否
か
の
厳

し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
全
町
一
丸
と
な
っ

た
生
徒
確
保
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
地
域
の
協
力
が
必

要
で
す
。

　

福
島
県
は
、
原
発
事

故
後
、
特
に
浜
通
り
・

中
通
り
地
方
の
学
校
対

策
が
最
優
先
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
過
疎
地
域

の
高
校
振
興
に
つ
い

て
、
県
に
そ
の
新
し
い

方
針
を
求
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

山
村
留
学
生
受
け
入
れ

寮
の
建
設
に
つ
い
て
、
町

長
よ
り
２
月
の
高
校
振
興

対
策
会
議
の
折
、「
新
築
し

た
い
」
旨
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
建
設
費
７
億
円
程

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、

財
政
見
通
し
や
県
の
高
校

振
興
対
策
が
決
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
委
員

会
と
し
て
は
慎
重
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

寮
の
新
築
は
慎
重
に

寮
の
新
築
は
慎
重
に
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陳情
請願

⑫
ゴミ・し尿処理民間委託へ　 ２ 月２０日、平成２７年南会津環境衛生組合議会定例会が開催され、職員給与条例
や一般会計予算が可決されました。西部地区のゴミ・し尿処理については、本年４月１日から民間委託とな
っております。

只見振興センター建設検討委員会の会議風景

季の郷湯ら里での文化活動状況

新たな陳情

継
続
審
議
中
の
陳
情

♳ 只見振興センターの施設充実を
➡１月会議において総務厚生常任委員会に付託➡継続審議
【提 出 者】只見区長　菅家二千六

他只見地区区長 9名　計10名
【審議経過】新センター建設に向けて、地域住民で構

成する建設検討委員会が立ち上げとなり、
審議検討が十分にされないままでの陳情
書の提出と考え、今後の建設検討委員会
の経過を見極めることが必要と考え継続
審議としています。

♴ 福島県最低賃金の引き上げを
➡ 3月会議において総務厚生常任委員会に付託➡採択
【提 出 者】日本労働組合総連合会福島県連合会南会津地区連合会　議長　渡部　秀介
【審査結果】採択
【理　　由】現在、福島県の最低賃金時給689円は、全国最低賃金時給単価800円に比べ低位にあり、そ

の引き上げは勤労者の生活安定、労働力の確保が図られるものです。本県の再生と発展に
重要と判断し採択すべきものとしました。

（※なお、採択された陳情については関係機関に意見書提出しました。内容について
　は、議会ホームページに全文記載されておりますのでご確認ください。　　　 ）

①
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー

　
建
設
反
対
の
陳
情
書

②
集
会
施
設
の
用
地
基
準

　
見
直
し
に
関
す
る
陳
情
書

③
文
化
ホ
ー
ル

　
建
設
反
対
の
陳
情
書

➡
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

➡
経
済
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

➡
経
済
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
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教えて！議会のこと Vol.3

請願や陳情って　　

　どんな制度なの？
ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

今回は、請願・陳情という少し難しいことを議長に聞いてみました。

ブナりん　陳情とか請願とかはど
ういった制度なの？

議長　町民が町に対して、問題点
など適切な解決策や対応を要望す
る制度なんだよ。請願権は憲法で

保障されている制度で、議会に請願するときは議
員の紹介により提出しなければなりません。また、
陳情は同じようなものですが、法的保護を受ける
ものではなく、紹介議員の必要もないんだよ。

ブナりん　それなら陳情の方が簡単でいいね。

議長　それは少し違うんだよ。陳情は法的保護を
受けるものではないので。陳情を受けた側も、回
答や処理の結果について、報告する法律上の義務
が無いんだ。

イワっぺ　むずかしいな～じゃ
あ請願や陳情を議会に出された
ときはどうやって決めるの？

議長　それは、採択基準・不採択基準というもの
があって、それに沿って決めるんだよ。

★採択基準

１）只見町の権限で解決でき、願意の内容が妥
当であること

２）おおむね３年程度で実現や着手できる現実
性のあるもの

３）行政効果、住民サービスの視点から願意に
妥当性が認められるもの。

　その他にも幾つかの基準要件があるんだよ。

★不採択基準

１）内容が町の権限で解決できないもの。
２）おおむね３年程度に実現の目途が立たない

もの。
　その他願意の妥当性が低く実現性が低いもの。

アカショウちゃん　陳情者が議会
に呼ばれたと聞いたことがあるけ
ど。

議長　参考人と言う形で陳情者から願意や要望の
内容を詳しく聞き判断材料にします、また、町の
説明を受け、町の振興計画、実施計画にも取り上
げられているか、財政上問題が無いか、現地調査
が必要なときは出向いて調査し、判断材料にする
んだよ。

ブナりん　ちゃんと判断基準があるんだね。

議長　住民が不便だと思ったり、こんなのは出来
ないかといった様な事が沢山、請願・陳情として
上がってくるよ、只見町議会では、一定の判断基
準を設けて、請願も陳情も町民の皆さんの要望と
して慎重に審議し、判断しています。

只見町キャラクター ©Tadami

⑬
原案全て可決　 ２ 月２０日、南会津地方広域市町村圏組合の２７年第 1回定例会が開催され、条例案の改正 ４件、
平成２６年度補正予算 ２件、平成２７年度一般会計予算他、特別会計予算 ３件（主な事業は、消防救急デジタル
無線・消防指令システム整備事業）及び広域教育委員の選任同意 1件（只見町教育長の斎藤修一氏）すべて
原案の通り可決されました。
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3月会議一般質問
この町を想い、町政を問う。

全議員が登壇

　大塚純一郎　…………………………　１６
公共施設建設計画に疑問

　目黒　仁也　…………………………　１７
町長直に住民の声を聞いてほしい
振興センターへ自由度の高い財源を
「職員集落担当制」で集落の目配りを

　酒井　右一　…………………………　１８
町の将来を見据えた振興策を

　新國　秀一　…………………………　１９
町民からの提訴の対応は　　　
今後の町づくりの方針は

　小沼　信孝　…………………………　２０
今後の集落対策は

　佐藤　孝義　…………………………　２１
町独自の農業政策は

　藤田　　力　…………………………　２２
町長はなぜ町民に訴えられたのか
堂
どう

間
げん

下
した

整備計画は

　鈴木　　征　…………………………　２３
八十里越の開通見通しは
おもてなしの心を醸成すべき

　石橋明日香　…………………………　２４
町長が描く町全体の大きな絵は

　山岸フミ子　…………………………　２５
地域交通の充実を
学校給食の無料化を

　中野　大徳　…………………………　２６
農家の生産意欲向上策は
豪雪に対する町民への支援策は

※１議員１ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載しております。
詳しい内容については、議会ホームページの議会中継からバックナンバーにて中継動画を掲載しております
ので、ご覧ください。

⑭
只見人の活躍　 ２ 月２２日、季の郷湯ら里において、只見町健全育成主張大会、標語表彰式、教育委員会芸術
文化賞・スポーツ優秀選手賞、並びに第３８回只見町民文芸コンクール表彰式が行われました。15
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議員の
つぶやき

議
員

⑮
健康寿命を伸ばそう　 ２ 月２４日、福島県後期高齢者医療広域連合議会定例会が福島市で開催され、平成２７年
度事業計画や予算が審議決定されました。福島県は健康寿命が全国に比べ短い、健康保持関連の取組みが不
足、健康意識の啓発・健康状態の把握・重症化予防・生活の質の改善など、寿命の延伸を図る保険事業計画
の実施計画が策定されました。

問
只
見
町
の
将
来
を

見
据
え
た
具
体
的

な
産
業
振
興
政
策
の
内
容

を
示
せ
。

町
長

稲
作
を
初
め
、

土
地
利
用
型
農

業
は
、
今
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
営
農
維
持
そ
の
も
の

が
大
変
厳
し
く
な
る
。
今

後
は
、
ト
マ
ト
や
花
卉
の

よ
う
に
作
物
の
推
奨
や
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
担
い

手
確
保
・
育
成
と
合
せ
、

産
業
の
六
次
化
推
進
を
図

っ
て
い
く
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
山

離
れ
や
林
業
の
衰
退
が
深

刻
だ
。
今
後
は
、
公
共
建

築
物
へ
の
町
産
材
の
活
用
、

民
間
建
築
物
へ
の
町
産
材

の
活
用
支
援
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
活
用
施
策
を

図
り
た
い
。

問
町
が
示
す
様
々
な

公
共
施
設
建
設
計

画
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る

町
の
将
来
、
超
少
子
高
齢

化
社
会
と
の
整
合
性
は
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

第
６
次
振
興
計

画
の
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
毎
年
実
施
計

画
を
策
定
し
、
議
会
に
説

明
し
提
案
し
て
い
る
。
第

３
次
行
政
改
革
大
綱
、
土

地
利
用
計
画
等
の
方
針
で

も
「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

町長―エコパークの理念で
事業展開

公共施設
建設計画に疑問

パ
ー
ク
」
の
理
念
の
も
と

事
業
を
展
開
す
る
。
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
も
本

計
画
を
踏
ま
え
て
、
策
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問
町
長
の
ま
ち
づ
く

り
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
（
計
画
）
を
持
っ
た
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
指
導
力

と
そ
れ
を
支
え
る
町
職
員

の
能
力
開
発
が
重
要
だ
。

　

町
長
の
考
え
、
方
針
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
常

に
町
職
員
に
伝
え
て
い
る

か
。町

長

職
員
は
、
認
識

し
て
い
る
。
職

員
が
自
主
的
に
、
意
欲
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
話
を

し
て
い
る
。

問
我
々
に
は
、
次
の

世
代
に
対
し
確
実

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す
る

責
任
が
あ
る
。

　

今
の
よ
う
な
状
態
、
町

政
執
行
で
本
当
に
大
丈
夫

だ
と
胸
を
張
っ
て
言
い
切

れ
る
の
か
。

町
長

私
は
悲
観
し
て

い
な
い
。
人
口

減
少
は
止
む
無
し
。
只
見

町
は
数
値
目
標
と
か
経
済

性
だ
け
で
生
き
る
地
域
で

は
な
い
。
農
業
で
は
、
構

造
的
・
年
齢
的
な
転
換
点

に
来
て
い
る
。
色
々
な
問

題
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
　

役
場
庁
舎
建
設

計
画
で
、
平
成
24

年
の
実
施
計
画
書
で
は
建

設
費
と
し
て
８
億
円
、
平

成
25
年
の
同
計
画
書
で
は

11
億
円
、
平
成
27
年
度
計

画
書
で
は
本
体
工
事
建
設

費
14
億
円
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
費
２
・
９
億
円
、

そ
の
他
外
構
工
事
費
２
億

円
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

資
材
費
高
騰
分
、
労
務
費

ア
ッ
プ
分
を
勘
案
す
る
と

20
億
円
以
上
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

只
見
町
の
将
来
を
思
う
と
、

身
の
丈
に
合
っ
た
最
初
の

建
設
予
算
内
に
収
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長

将
来
の
大
事
な

拠
点
と
し
て
必

要
だ
。
只
見
町
に
相
応
し

い
建
物
と
し
て
、
財
政
的

に
厳
し
い
こ
と
も
踏
ま
え

て
建
設
し
て
い
き
た
い
。

只見振興センター建設検討委員会の会議風景

町の将来を見据えた
ビジョン、リーダー
シップが今、必要と
されているのではな
いか。

大お
お

塚つ
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う
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議員の
つぶやき

議
員

⑯
震災復興まだ途上　 ２ 月２5日、福島県町村議会議長会総会が開催され、平成２７年度の事業計画や予算が審議
され、東日本大震災・原発事故対策・風評被害の払拭、更には町村が抱える地域の課題や地方創生の取り組
みなどが審議決定されました。

地域の集会場で行われる活動状況

問
今
年
は
、
新
し
い

町
の
総
合
計
画
づ

く
り
の
年
と
な
る
。
集
落

の
実
情
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
町
長
が
直
に
住
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
計
画

策
定
に
当
る
べ
き
だ
。

町
長

早
い
ス
ピ
ー
ド

で
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
大
切
な
認

識
で
い
る
。
力
点
を
置
い

て
取
り
組
み
た
い
。

問
10
億
円
台
だ
っ
た

町
の
税
収
は
、
今

年
度
8
億
円
台
の
予
算
で

あ
る
。
10
カ
年
先
の
財
政

見
通
し
、
今
予
定
さ
れ
て

い
る
ハ
ー
ド
事
業
、
そ
し

て
行
革
を
三
点
セ
ッ
ト
と

問
国
は「
地
方
創
生
」

を
掲
げ
今
後
市
町

村
へ
予
算
配
分
を
行
う
が
、

そ
の
予
算
は
自
由
度
の
高

い
も
の
と
し
て
い
る
。
町

も
、
地
域
づ
く
り
の
現
場

で
あ
る
振
興
セ
ン
タ
ー
に

自
由
度
の
高
い
財
源
を
与

え
て
は
ど
う
か
。

町
長

同
様
の
考
え
で

昨
年
集
落
へ
の

交
付
金
制
度
を
作
っ
た
。

今
年
始
ま
っ
た
交
付
金
制

度
の
推
移
な
ど
を
含
め
な

が
ら
改
善
を
念
頭
に
お
い

て
い
く
。

問
こ
れ
か
ら
先
、
振

興
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
住
民
組
織
に
担
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
次
の
10
か

年
計
画
の
中
で
は
検
討
さ

れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。町

長

方
向
性
と
し
て

は
あ
る
。
仮
に

一
地
区
だ
け
と
な
る
と
様
々

な
議
論
が
出
る
。
徹
底
し

た
話
し
合
い
が
必
要
だ
。

問
明
和
振
興
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
見
て
、

議
会
も
含
め
住
民
の
行
政

へ
の
期
待
感
が
薄
い
印
象

を
持
っ
た
。
住
民
へ
の
目

配
り
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で

し
た
議
論
の
場
が
欲
し
い
。

町
長

将
来
の
財
政
見

通
し
を
立
て
な

が
ら
、絞
る
べ
き
は
絞
り
、

投
資
す
べ
き
は
投
資
を
す

る
考
え
方
で
い
る
。
資
料

を
ま
と
め
議
論
の
場
を
持

ち
た
い
。

町
長
直
に

住
民
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い

町
長
―
大
切
な
認
識 

力
点
を
お
い
て
い
く

町長―新設した交付金の
推移をみて検討

振興センターへ
自由度の高い財源を

「
職
員
集
落
担
当
制
」
で

集
落
の
目
配
り
を

町
長
―
大
事
な
意
見
と
受
け
止
め
る

「
職
員
の
集
落
担
当
制
」を

再
検
討
す
べ
き
だ
。
我
々

議
会
も
「
広
聴
」
強
化
の

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
長

今
般
の
振
興
計

画
を
作
る
前
提

で
大
切
な
意
見
と
し
て
受

け
止
め
た
い
。

外向けに町のPRも大
事だが高齢化で集落
が変わった。「足元」
政策も重要視だ。

目め

黒ぐ
ろ

仁じ
ん

也や
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議員の
つぶやき

議
員

⑰
総合事務組合？　 ２ 月２5日、福島県町村議会議長会総会終了後に福島県市町村総合事務組合総会が開催され
ました。総合事務組合は、町村や一部事務組合の職員の退職手当など共通事務を処理しています。

しっかりとした第７
次振興計画を立て、
進めていかないと只
見町の将来はないの
ではないか？

町長―粛々と業務を進めていく

町の将来を見据えた
振興策を

問
超
少
子
高
齢
化
社

会
が
到
来
し
た
今
、

第
七
次
只
見
町
長
期
振
興

計
画
編
纂
に
際
し
留
意
し

た
点
は
何
か
。

町
長

人
口
減
少
、
産

業
振
興
、
地
域

づ
く
り
で
あ
る
。

問
10
年
後
の
只
見
町

産
業
構
造
に
つ
い

て
、
編
纂
中
の
振
興
計
画

で
は
ど
の
よ
う
に
目
標
設

定
し
た
か
。

町
長

国
の
考
え
方
は
、

地
方
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
の
推
計
の
み
と
な
っ

て
お
り
、
ど
の
分
野
の
産

業
を
進
行
す
べ
き
か
の
地

方
版
総
合
戦
略
が
望
ま
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
町

は
産
業
分
類
の
目
標
設
定

を
行
う
考
え
は
な
い
。

問
国
は
国
の
事
。
町

は
現
状
の
産
業
構

造
を
踏
ま
え
10
年
後
の
産

業
構
造
を
描
く
べ
き
で
は

な
い
か
。
今
、
町
は
農
業

が
16
％
、
工
業
製
造
業
等

が
33
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
等

が
50
％
で
あ
る
。
農
業
も

重
要
な
産
業
だ
が
、
町
の

大
多
数
を
占
め
る
産
業
に

従
事
す
る
方
々
が
将
来
を

設
計
で
き
る
振
興
計
画
が

必
要
で
あ
る
。
只
見
町
の

個
人
所
得
も
こ
こ
数
年
大

幅
に
下
が
っ
て
い
る
。
一

時
の
町
長
が
自
分
の
思
い

だ
け
で
政
策
を
語
る
振
興

計
画
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
が
ど
う
か
。

町
長

農
業
は
機
械
化

に
よ
っ
て
就
業

者
は
少
な
く
な
っ
た
。
収

入
や
所
得
が
少
な
く
て
も

そ
の
基
盤
を
大
事
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
只
見
町
の

将
来
の
姿
は
な
い
。

問
次
期
振
興
計
画
や

高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
事
業
計
画
で
も
、

地
域
住
民
の
力
や
N
P
O

な
ど
の
協
働
を
欠
か
せ
な

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

町
長
は
平
成
23
年
新
潟
・

福
島
豪
雨
被
害
の
原
告
と

し
て
只
見
町
民
１
６
６
名

及
び
３
事
業
所
か
ら
提
訴

さ
れ
た
。
前
代
未
聞
、
町

長
は
骨
肉
相
食
む
事
態
を

招
い
た
。
現
状
で
町
長
に

対
す
る
不
信
感
と
町
政
に

対
す
る
憤
り
が
頂
点
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

争
い
下
で
、
次
期
振
興
計

画
を
推
進
で
き
る
の
か
伺

う
。町

長

非
常
に
遺
憾
で

あ
る
が
、
振
興

計
画
策
定
へ
は
直
接
影
響

は
な
い
と
考
え
粛
々
と
業

務
を
す
す
め
る
。

問
来
年
度
予
算
以
降
、

町
長
は
目
下
の
政

策
や
施
策
へ
の
投
資
と
い

う
よ
り
、
役
場
庁
舎
や
他

の
大
型
施
設
へ
巨
額
の
町

費
を
投
じ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
こ
は
一
歩
踏
み
止

ま
り
、
目
下
の
混
乱
と
10

年
後
の
不
安
解
消
の
た
め

の
施
策
に
財
源
を
投
じ
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長

地
域
活
力
は
低

下
し
て
い
る
。

第
７
次
振
興
計
画
を
通
し

て
地
域
の
再
生
を
図
っ
て

い
く
。

現在の只見町第六次振興計画（表紙）

酒さ
か

井い

右ゆ
う

一い
ち
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議員の
つぶやき

議
員

⑱
全国から選ばれる学校に　 ３ 月 1日、只見高等学校卒業生３３名に対し感動新たに卒業証書が授与されました。
少子化と人口減少の中、生徒確保が大変な時代になりました。まずは、全国から選ばれる田舎に只見がなる
ことだとつくづく。

エコパーク登録後は
町の経済活性に向け、
景観づくりやエネル
ギー対策など山積課
題に全力投球を！

問
1
6
6
人
も
の
町

民
と
３
業
者
か
ら

提
訴
さ
れ
た
こ
と
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

今
後
、
ど
う
対
応
さ
れ
る

の
か
。
催
告
書
の
到
達
後

か
ら
、
今
ま
で
の
間
に
話

し
合
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

町
長

原
告
と
な
ら
れ

た
皆
様
と
の
話

し
合
い
に
つ
い
て
は
、
こ

町
民
か
ら
の
提
訴
の
対
応
は

町
長
―
訴
状
の
内
容
を
丁
寧
に
精
査
し

対
応
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　

の
よ
う
な
状
況
に
至
る
以

前
に
繰
り
返
し
説
明
の
機

会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ご
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
に
訴
状
を
提
出
す
る

に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
あ
る
。
訴
状
の
内
容

を
十
分
に
精
査
し
、
適
切

か
つ
丁
寧
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
議
会
の
特
別
委
員

会
や
町
民
会
議
の

公
開
質
問
状
な
ど
の
検
証

が
進
む
中
、
災
害
当
初
か

ら
、
町
長
は
自
然
災
害
で

あ
る
と
早
々
に
結
論
を
出

さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
自

身
も
含
め
、
ト
ッ
プ
３
の

処
分
を
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
自
然
災
害
だ
け
で

は
な
く
、
町
の
対
応
に
落

ち
度
が
あ
っ
た
と
認
め
た

の
で
は
な
い
か
。

町
長

色
々
後
に
な
っ

て
考
え
れ
ば
、

反
省
す
べ
き
点
が
多
々
あ

っ
た
な
あ
と
当
初
よ
り
申

し
上
げ
て
い
る
。
ト
ッ
プ

３
の
処
分
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ

に
つ
い
て
は
、
今
回
司
法

に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
と
の

直
接
的
な
原
因
と
は
私
は

考
え
て
い
な
い
。

只見川河川改修状況（八木沢地内）

町長―町民などと連携・
協力し進めていく

今後の町づくりの
方針は

問
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
登
録
後
の
町

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後

の
方
針
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長

只
見
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
で
策
定
し
た

「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
管
理
運
営
計
画
書
」

に
よ
り
、
町
民
や
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
・
協
力

を
図
り
な
が
ら
今
後
進
め

て
い
く
。
自
然
保
護
や
保

全
は
適
正
に
進
め
て
い
く
。

問
自
然
災
害
だ
け
だ

っ
た
ら
、
裁
判
所

が
訴
状
を
受
理
し
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
が

い
か
が
か
。

町
長

コ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
は
な
い
。

ま
た
執
行
者
の
立
場
と
し

て
、
そ
ぐ
い
た
い
が
、
そ

ぐ
え
な
い
限
界
も
あ
り
、

そ
の
都
度
判
断
し
、
取
り

組
ん
で
き
た
経
過
だ
。

新に
っ

國く
に

秀ひ
で

一い
ち
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議員の
つぶやき

議
員

⑲
地域のために活躍を　 ３ 月 1 日、南会津高校卒業式が行なわれました。４０名が卒業し級友との別れを惜しみ
ました。鎌田校長が卒業証書を手渡し、南会津町副町長、平野ＰＴＡ会長、馬場同窓会長が卒業生の門出を
祝いました。「郷土愛を忘れず、地域のために活躍してほしい」と願います。

町民に理解を求め、
コンパクトシティ計
画を進める時期に来
ているのではないか。

集落普請の現状

問
益
々
、
人
口
減
少

高
齢
化
し
て
い
く

集
落
を
ど
う
維
持
し
て
い

く
の
か
具
体
的
な
政
策
を

聞
き
た
い
。

町
長

本
年
度
か
ら
は

「
集
落
運
営
支

援
交
付
金
」「
地
域
づ
く
り

交
付
金
」
を
設
け
、
支
援

の
拡
充
を
図
り
た
い
。

問
近
い
将
来
消
滅
し

て
し
ま
う
よ
う
な

集
落
は
無
い
の
か
、
集
落

点
検
等
は
行
っ
て
い
る
の

か
。町

長

そ
こ
に
住
も
う

と
し
て
い
る
人

が
一
人
で
も
二
人
で
も
居

る
限
り
は
支
援
し
て
い
く
。

只
見
振
興

セ
ン
タ
ー
長

区
長
連
絡

協
議
会
を

通
じ
て
年
に
数
回
集
落
の

現
状
や
問
題
点
な
ど
を
聞

い
て
い
る
。

問
集
落
か
ら
の
意
見

等
を
聞
く
手
段
と

し
て「
集
落
支
援
員
制
度
」

や
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
」
等
に
取
り
組
む
考

え
は
。

朝
日
振
興

セ
ン
タ
ー
長

地
域
お
こ

し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
明
和
で
検
討

中
と
い
う
事
な
の
で
、
や

る
の
で
あ
れ
ば
三
振
興
セ

ン
タ
ー
同
時
に
や
っ
て
い

き
た
い
。

問
集
落
か
ら
は
、
人

手
が
無
く
普
請
等

が
容
易
で
は
な
い
と
の
声

が
多
く
聞
こ
え
る
。
今
後

周
辺
集
落
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。

総
合
政
策

課

長

人
手
等
を
考

え
る
と
周
辺

集
落
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
も
必
要
だ
と
思
う
。

問
住
民
の
生
活
の
糧

で
あ
る
地
域
産
業

振
興
の
手
助
け
を
す
る
の

も
行
政
の
役
目
で
は
な
い

の
か
。そ
こ
に
、橋
渡
し
役

と
し
て
集
落
支
援
員
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策

課

長

こ
れ
か
ら
は

そ
う
い
っ
た

考
え
が
必
要
だ
し
、
第
７

次
振
興
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

問
国
で
も
過
疎
地
域

に
対
し
て
い
く
つ

も
の
整
備
事
業
交
付
金
を

出
し
て
い
る
訳
だ
が
、
そ

の
一
つ
と
し
て
「
季
節
居

町長―住民がいる限りは
支援していく

今後の集落対策は

住
団
地
整
備
事
業
」
と
い

う
事
業
が
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
事
業
に
取
組
む
考
え

は
。町

長

そ
う
い
っ
た
政

策
も
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
は
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
地
域
に
生
ま
れ
、
最

後
ま
で
こ
こ
に
生
き
て
行

く
ん
だ
と
言
う
様
な
強
い

意
志
で
生
活
し
て
い
る
方

が
い
る
の
も
事
実
。

問
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
只
見
地
区

だ
け
で
な
く
朝
日
、
明
和

地
区
も
継
続
し
て
事
業
を

進
め
て
行
く
考
え
は
。

町
長

三
地
区
と
も
そ

う
い
っ
た
環
境

づ
く
り
は
必
要
だ
と
思
う

の
で
、
無
理
の
な
い
中
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

小お

沼ぬ
ま

信の
ぶ

孝た
か
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議員の
つぶやき

議
員

⑳
ティーエヌアイ頑張れ　 ３ 月 ６ 日、ティ―エヌアイ工業㈱本社（栃木県大田原市）訪問。只見工場内の組み
立て部門を撤退し、合わせて雇用についても契約社員1３名を整理する予定との連絡を受け、撤回要望に栃木
本社へ訪問してきました。「現状でこれ以上の縮小の予定はない」等、丁寧な説明をされました。

国や県の施策を追随
するばかりではなく、
町独自の夢ある農業
政策を！

担当委員会における耕作放棄地の利活用状況調査

町
独
自
の
農
業
政
策
は

町
長
―
後
継
者
を
含
め
新
規
参
入
者
増
に

取
り
組
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
①
T
P
P
を
踏
ま

え
た
稲
作
農
家
の

生
き
残
り
、
②
耕
作
放
棄

地
の
歯
止
め
、
③
特
産
作

物
の
開
発
と
販
売
戦
略
、

④
後
継
者
の
育
成
と
支
援

事
業
な
ど
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
政
策
を
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長

国
は
さ
ら
な
る

大
規
模
化
、
集

約
化
の
推
進
を
し
て
い
る

が
、
反
面
只
見
町
を
は
じ

め
中
山
間
地
の
農
業
、
特

に
土
地
利
用
型
農
業
、
小

規
模
経
営
体
に
は
厳
し
い

施
策
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
県
の
農
業
支
援

策
に
お
い
て
も
、
県
単
独

事
業
に
お
い
て
土
地
利
用

型
農
業
の
補
助
対
象
事
業

者
に
農
業
者
団
体
が
外
れ

る
な
ど
国
と
同
様
の
方
向

に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
町
と
し
て
農
業
者

の
営
農
意
欲
を
維
持
し
、

よ
り
多
く
の
農
地
が
保
全

さ
れ
る
よ
う
な
施
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

こ
と
が
耕
作
放
棄
地
の
防

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

問
例
え
ば
町
内
生
産

の
コ
メ
や
作
物
を

買
い
上
げ
加
工
で
き
る
、

醸
造
（
酒
造
）
所
や
加
工

所
な
ど
町
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
都
市
部
で
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
世
界
に
向

け
た
只
見
ブ
ラ
ン
ド
の
販

売
戦
略
が
必
要
で
は
な
い

か
。

農
林
振
興

課

長

只
見
に
合
っ

た
産
品
、
加

工
品
の
開
発
を
進
め
て
い

く
。
販
売
に
つ
い
て
は
、

町
レ
ベ
ル
で
は
難
し
い
が

将
来
的
に
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

町
長

国
、
県
は
あ
て

に
な
ら
な
い
。

何
が
何
で
も
コ
メ
を
含
め

た
只
見
ブ
ラ
ン
ド
化
を
調

査
し
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
加
工
所
等
の
道
筋
を
つ

け
て
い
き
た
い
。

問
県
や
J
A
な
ど
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

専
門
職
を
配
置
し
た
町
独

自
の
農
業
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
部
署
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長

大
事
な
こ
と
と

思
う
。
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
観
点
か

ら
も
十
分
考
え
て
い
き
た

い
。　問

隣
町
に
負
け
な
い

ト
マ
ト
農
家
へ
の

I
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ

を
、
住
宅
対
策
等
で
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

町
長

流
れ
の
な
か
で

出
来
な
か
っ
た

面
も
あ
る
が
、
後
継
者
を

含
め
新
規
参
入
者
の
増
加

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
農

業
政
策
は
産
業
振
興
の
根

底
と
認
識
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

佐さ

藤と
う

孝た
か

義よ
し
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議員の
つぶやき

議
員

㉑
地域力強し！　 ３ 月 ８ 日、朝日振興センターにおいて開催された「朝日のいいものあつめちゃった市」では、
地域住民が作成物や写真の展示のほか、婦人会や食改の方々、中高生の協力などもあり、盛大に開催されま
した。地域力の強さが感じられたイベントでした。

若者の定住を考える
とき、「住宅」の二文
字は何よりも重要だ。
もっと本気で。

「桜の丘みらい」全景

町長―合致点が見出せず残念

町長はなぜ町民に
訴えられたのか

問
豪
雨
災
害
を
め
ぐ

り
町
は
提
訴
さ
れ

た
。
町
長
は
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。
今
後
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

町
長

こ
の
よ
う
な
状

況
に
至
っ
た
事

は
、
誠
に
遺
憾
だ
。
訴
状

の
内
容
を
精
査
し
て
適
切

に
対
応
し
た
い
。

問
答
弁
の
中
で
誠
に

遺
憾
だ
と
言
わ
れ

た
。
私
は
正
直
残
念
の
一

言
だ
。何
回
も
質
問
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
県
の
指

導
か
要
綱
の
中
で
、
動
産

の
災
害
に
つ
い
て
何
の
援

助
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
二

つ
に
は
、
町
長
は
住
民
側

か
ら
の
話
し
合
い
の
申
し

入
れ
を
断
っ
た
こ
と
、
三

つ
目
は
、
催
告
か
ら
今
回

の
提
訴
ま
で
約
六
ヵ
月
間
、

何
の
対
応
も
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
こ
の
三
点
が
誠

に
残
念
で
あ
る
。町
長
は
、

反
省
点
な
ど
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
長

私
も
残
念
だ
と

思
う
。
今
回
の

お
金
は
、
損
害
賠
償
と
し

て
の
お
金
で
は
な
く
地
域

の
復
興
の
た
め
の
お
金
だ
。

こ
の
と
こ
ろ
で
、
合
致
点

が
見
出
せ
な
か
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
会
見
を
拒
否

し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
の
代
表
か
ら
申
し
込

み
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
。
対
応
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
な
指
導
や
検
討
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
の
が

事
実
で
あ
る
。

問
私
が
、
会
か
ら
依

頼
さ
れ
て
町
長
に

申
し
込
ん
だ
と
思
っ
て
い

る
。
認
識
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

町
長

対
応
に
つ
い
て

今
、
振
り
返
れ

ば
悪
か
っ
た
か
な
と
思
っ

て
い
る
。

堂ど
う

間げ
ん

下し
た

整
備
計
画
は

町
長
―
整
地
を
完
了
　
検
討
し
進
め
る

問
若
者
定
住
を
含
め

た
町
の
住
宅
政
策

全
般
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
。
昨
年
、
上
ノ
原
の
町

営
住
宅
を
解
体
さ
れ
た
。

今
で
も
勿
体
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
若
者
定
住
促
進

団
地
の
堂
間
下
住
宅
団
地

に
お
け
る
26
年
度
事
業
の

予
算
執
行
状
況
及
び
27
年

度
以
降
の
計
画
は
。

町
長

堂
間
下
は
整
地

工
事
を
降
雪
前

に
完
了
し
て
い
る
。
27
年

度
は
、
関
係
す
る
団
体
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
若
者

定
住
に
結
び
付
く
住
宅
政

策
を
進
め
る
。

問
桜
の
丘
住
宅
の
入

居
状
況
は
ど
う
か
。

町
長

桜
が
丘
住
宅
の

募
集
結
果
は
、

一
件
が
応
募
の
上
、
現
在

入
居
さ
れ
て
い
る
。
他
の

空
き
部
屋
の
賃
料
は
４
月

以
降
と
な
る
。
４
月
か
ら

は
、
仕
事
等
で
の
移
動
時

期
と
な
る
事
か
ら
入
居
が

進
む
と
思
う
。

藤ふ
じ

田た

　

力ち
か
ら
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議員の
つぶやき

議
員

㉒
がんばろう福島！　 ３ 月11日、東日本大震災犠牲者の追悼と原発事故及び豪雨災害からの復興に向けた思い
を県民が共有することを目的に「３.11福島復興の誓い」が県内各地において開催されました。イベント構成
は、キャンドルナイト、ステージイベント、パネル展示などでした。

国道２８９号線（八
十里越）開通への町
民期待は大きい。し
っかりと取り組んで
いきたい。

八
十
里
越
の
開
通
見
通
し
は

町
長
―
暫
定
供
用
を
国
県
に
働
き
か
け
て
い
る

問
国
道
２
８
９
号

「
八
十
里
越
」
の

開
通
の
見
通
し
に
つ
い
て

問
う
。

町
長

平
成
24
年
に
県

境
ト
ン
ネ
ル
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

三
条
市
と
只
見
町
の
地
域

間
交
流
が
活
発
と
な
り
、

早
期
開
通
に
向
け
て
の
地

域
間
交
流
や
、
関
係
機
関

に
整
備
促
進
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
工
事
用

車
線
を
利
用
し
た
暫
定
的

利
用
に
つ
い
て
国
及
び
両

県
に
働
き
か
け
し
て
い
る
。

問
国
会
で
は

地
方
創
生

が
旗
揚
げ
さ
れ
た

が
、
八
十
里
越
の

開
通
は
、
正
に
そ

の
意
味
に
お
い
て

重
要
な
路
線
だ
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
や
只
見

の
自
然
を
生
か
し
た
事
業

と
併
せ
た
魅
力
あ
る
地
域

に
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
隣
接
自
治
体
と

の
大
き
な
信
頼
関
係
・
人

間
関
係
を
続
け
て
い
く
チ

町長―好印象を与えるイベ
ント運営に努めたい

おもてなしの心を
醸成すべき

問
雪
ま
つ
り
開
会
式

に
は
、
町
幹
部
職

員
等
が
出
席
し
、
来
賓
対

応
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長

大
変
重
要
と
捉

え
て
い
る
。
雪

第４３回雪まつり開催状況

八十里越工事現場視察状況

の
中
お
出
で
い
た
だ
い
た

来
賓
及
び
来
場
者
の
方
々

に
好
印
象
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

努
め
た
い
。

問
只
見
の
雪
ま
つ
り

は
、
盛
大

で
日
本
一
だ
と
自

負
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
お
も
て
な
し

を
大
事
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

町
長

議
員
か

ら
の
提

案
を
踏
ま
え
、
対

応
に
つ
い
て
な
お

一
層
の
意
を
尽
く

し
て
取
り
組
み
た

い
。

観
光
商
工

課

長

町
幹

部
並

び
に
議
員
各
位
に

は
、
開
会
式
の
案
内
状
を

送
付
し
て
い
る
。
今
後
、

町
の
来
賓
を
出
迎
え
る
意

識
を
強
く
認
識
し
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ャ
ン
ス
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問
冬
期
間
工
事
が
で

き
る
よ
う
、
ト
ン

ネ
ル
の
中
に
宿
舎
を
作
っ

て
工
事
を
進
め
る
こ
と
を

検
討
さ
れ
た
か
。

環
境
整
備

課

長

作
業
員
の
安

全
上
の
問
題

等
を
考
え
る
と
、
結
論
か

ら
申
し
上
げ
れ
ば
無
理
。

春
先
除
雪
な
ど
を
早
期
に

完
了
さ
せ
、
早
期
再
開
を

促
進
し
た
い
。

鈴す
ず

木き

　

征す
す
む
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議員の
つぶやき

議
員

㉓
頑張れ只見っ子！　 ３ 月1３日、只見中学校卒業式が行なわれました。しっかりとした将来への夢や希望を持
った頼もしい３６名がまた新たな勉強の場に旅立っていきました。今年から贈られた「未来の自分設計奨励金」
もきっと有効に使われることでしょう。

景観計画を策定し、
グランドデザインに
基づいた美しい町並
み・景観づくりを！

只見町内の景観

町長―現時点ではないが
想いは共有する

町長が描く町全体の
大きな絵は

問
現
在
進
行
中
の

様
々
な
公
共
施
設

の
建
設
計
画
に
お
い
て
、

調
和
の
と
れ
た
町
並
み
づ

く
り
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

や
条
例
整
備
、
全
体
計
画

が
必
要
だ
。
美
し
い
町
並

み
形
成
の
た
め
の
町
長
の

考
え
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
や
除
雪
・
克
雪
・
厳
寒

対
策
も
含
め
た
住
宅
政
策

等
を
統
合
し
た
景
観
計
画

及
び
そ
の
予
算
付
け
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
良
好

な
景
観
形
成
は
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
。「
う
つ

く
し
い
只
見
町
の
風
景
を

守
り
育
て
る
条
例
」
を
制

定
し
、
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

役
場
庁
舎
は
、
景
観
に

な
じ
む
建
築
様
式
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ

た
計
画
だ
。「
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
」
で
は
庁

舎
を
取
り
込
ん
だ
駅
前
通

り
の
景
観
基
本
デ
ザ
イ
ン

を
検
討
中
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
8
月
に

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行

し
、
安
全
な
生
活
と
良
好

な
景
観
を
保
つ
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

　

以
上
の
計
画
や
政
策
等

は
、「
第
７
次
振
興
計
画
」

に
て
検
討
し
て
い
く
。

問
新
庁
舎
だ
け
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
れ
ば
い
い
わ
け
で

は
な
い
。
自
然
首
都
只
見

を
標
榜
す
る
町
と
し
て
、

町
全
体
で
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
。
振
興
計
画
以
前

に
町
長
と
し
て
の
町
全
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
、
全
体
計
画

は
な
い
の
か
。

町
長

現
時
点
で
そ
の

よ
う
な
も
の
は

な
い
。
町
と
し
て
ど
う
い

う
形
で
盛
り
込
ん
で
い
っ

た
ら
い
い
の
か
想
定
が
で

き
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ

の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て

建
築
物
は
建
て
て
い
く
。

問
せ
っ
か
く
の
景
観

条
例
も
、
法
的
拘

束
力
が
な
い
た
め
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
可
能
に
な
る
か
ご
存

知
か
。

町
長

知
ら
な
い
。

問
国
が
２
０
０
５
年

施
行
し
た
「
景
観

法
」
に
基
づ
き
「
景
観
計

画
」
を
町
が
策
定
し
、「
景

観
行
政
団
体
」
に
な
る
こ

と
で
法
的
強
制
力
の
あ
る

条
例
に
で
き
る
。
景
観
条

例
を
も
つ
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
が
そ
の
後
景
観
行
政

団
体
へ
移
行
し
て
い
る
中
、

な
ぜ
只
見
町
は
そ
う
し
な

い
の
か
。

環
境
整
備

課

長

町
民
へ
強
制

し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
以
上
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
簡
単
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
代
り
、
建
築
業

者
等
へ
の
指
導
を
最
近
は

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

町
長

す
ぐ
に
こ
の
一

年
で
と
い
う
の

は
無
理
だ
が
、
景
観
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
は

石
橋
議
員
と
共
有
で
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

石い
し

橋ば
し

明あ

日す

香か
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議員の
つぶやき

議
員

㉔
大反響！南会津の味　 ３ 月1４～15日、南会津地方への誘客と福島原発事故風評被害を払しょくするため「ま
るごと南会津観光ＰＲフェア」が東京都上野恩賜公園で開催されました。好天に恵まれ来場者は約 ３万人、
南会津の味と物産が来場者に喜ばれました。 ３月半ばの奥会津只見の積雪は２.９ｍ、桜の花芽も膨らんだ東
京へ雪の便りを伝えました。

貯えるばかりなく、
福祉や子育て支援へ
の将来を見据えた施
策を！

明和小学校の給食風景

明和自治振興会が行った買い物支援
バスの利用状況

地
域
交
通
の
充
実
を

町
長
―
土
・
日
運
行
に
向
け
て
努
力

問
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

の
土
・
日
運
行
が

あ
れ
ば
助
か
る
と
い
う
声

が
あ
る
。
町
づ
く
り
や
福

祉
・
教
育
・
地
域
経
済
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

が
検
討
は
し
な
い
か
。

町
長

土
・
日
の
運
行

は
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
労
働
者
の
勤
務
が

過
重
に
な
る
た
め
、
現
状

で
は
困
難
な
状
況
だ
。
観

光
利
用
を
目
的
に
運
行
し
、

地
域
交
通
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。

問
今
後
、
運
転
免
許

証
の
返
納
な
ど
で

交
通
弱
者
が
増
え
る
が
、

そ
の
認
識
は
あ
る
か
。
観

光
面
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
足
の
確
保

と
し
て
自
由
に
移

動
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
だ
。

町
長

目
的
を
整
備

し
、
運
行
す
る

必
要
は
あ
る
。
改
善
を
図

り
、
土
・
日
運
行
に
向
け

て
努
力
す
る
。

問
明
和
地
区
は
独
自

に
買
い
物
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
町
全
体

の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ

な
い
か
。

問
学
校
給
食
の
無
料

化
は
全
生
徒
に
平

等
に
還
元
さ
れ
る
施
策
で

あ
る
。
地
産
地
消
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
が
。

町
長

保
護
者
か
ら
一

部
負
担
軽
減
に

よ
り
評
価
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
農
業
の
振
興

に
も
成
果
が
あ
る
。
今
後

も
学
校
給
食
法
の
理
念
に

基
づ
き
運
営
を
行
う
。

教
育
長

軽
減
の
点
で

は
、
保
護
者

か
ら
助
か
る
と
の
声
が
あ

る
。
町
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
を
強
く
し

た
と
の
感
想
を
得
て
い
る
。

問
あ
る
自
治
体
で
は
、

第
一
子
・
第
二
子

に
半
額
助
成
、
第
三
子
は

３
人
在
学
を
問
わ
ず
全
額

免
除
す
る
と
あ
る
。
出
生

率
の
向
上
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
、
定
住
化
促
進
な

ど
子
育
て
環
境
の
充
実
は

不
可
欠
と
思
わ
な
い
か
。

町
長

子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
総

合
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
。

町長―
その考えはない

学校給食の
無料化を

町
長

サ
ポ
ー
ト
事
業

は
３
年
の
期
限

で
あ
り
、
そ
の
後
の
対
策

時
代
の
流
れ
の
中
で
見
直

し
は
あ
る
。
無
料
化
は
当

面
考
え
て
い
な
い
。

問
食
育
は
教
育
の
一

環
で
あ
り
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
は
町
全
体

の
責
務
だ
。
子
ど
も
の
将

来
・
町
の
将
来
を
考
え
、

貯
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

福
祉
や
教
育
の
細
切
れ
予

算
と
な
ら
な
い
よ
う
充
分

な
施
策
を
行
う
べ
き
だ
。

町
長

事
業
の
充
実
を

図
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
改
良

す
べ
き
と
こ
ろ
を
改
良
し

て
い
く
。

山や
ま

岸ぎ
し

フふ

ミみ

子こ

が
必
要
だ
。
課
題
は
あ
る

が
、
地
域
間
で
協
議
し
て

検
討
し
て
い
く
。
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議員の
つぶやき

議
員

㉕
感謝の言葉はホッカイロ　 ３ 月２３日、只見小学校で ９名の卒業式が行なわれました。外は雪が舞っているよ
うな寒空でしたが、会場内は子ども達が一人一人親御さんたちに感謝の言葉を述べ、とても温かかったです。

若者が夢を持てる
基幹産業となって
ほしい。

稲作農家の支援策を検討できないか

豪雪により家屋が埋まる

町長―稲作農家の持続可能
施策を検討

農家の
生産意欲向上策は

問
昨
年
秋
、
米
価
が

大
暴
落
し
、
米
の

生
産
意
欲
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
近

隣
市
町
村
に
お
い
て
は
、

敏
感
に
対
応
策
を
と
っ
た
。

稲
作
農
家
に
対
す
る
生
産

意
欲
向
上
策
を
ど
の
様
に

考
え
る
か
。

町
長

土
地
利
用
型
の

農
業
は
、
町
の

農
業
の
中
心
で
あ
り
、
水

田
の
な
い
只
見
町
は
あ
り

え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

国
の
農
業
施
策
の
大
幅
な

転
換
と
米
価
の
下
落
が
重

豪
雪
に
対
す
る
町
民
へ
の
支
援
策
は

町
長
―
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
継
続

問
今
年
も
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
除
雪
に

関
す
る
業
者
や
町
民
は
非

常
に
苦
労
さ
れ
た
。
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
豪
雪
に

対
す
る
町
民
福
祉
へ
の
支

援
対
策
は
。

町
長

今
年
度
も
安
定

的
な
除
雪
支
援

を
行
う
事
を
目
的
と
し
た

除
雪
支
援
保
険
事
業
を
実

施
し
事
業
者
等
に
も
機
械

整
備
等
に
係
る
補
助
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
冬
期

間
の
生
活
支
援
対
策
と
し

て
福
祉
商
品
券
給
付
事
業

は
、
今
年
度
よ
り
１
世
帯

当
た
り
の
給
付
額
を
１
万

円
に
増
額
し
た
。
今
後
も

な
り
、
農
家
の
方
々
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
将
来
の

稲
作
に
対
す
る
不
安
か
ら

生
産
意
欲
が
失
わ
れ
る
事

を
危
惧
し
て
い
る
。
町
と

し
て
の
支
援
策
を
昨
年
来

検
討
し
て
き
て
い
る
が
、

具
体
策
を
示
す
段
階
に
至

っ
て
な
い
。
県
に
お
い
て

稲
作
農
家
に
対
す
る
緊
急

支
援
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
県
事

業
へ
の
上
乗
せ
で
の
支
援

を
検
討
し
て
い
る
。
県
事

業
の
詳
細
が
分
か
り
次
第
、

町
の
具
体
的
な
支
援
策
を

示
し
た
い
。
今
後
も
町
土

保
全
の
観
点
か
ら
稲
作
農

業
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
の
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

制
度
の
拡
充
を
検
討
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
く
。

中な
か

野の

大た
か

徳の
り
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㉖
思わず涙　春めいた ３月２８日、明和保育所修了式。1０名に横田所長より修了証が手渡されました。その後、
お母さん、お父さんの前で一人一人があいさつ、幼いながらもしっかりとした感謝の言葉にまわりも思わず
感動で涙。

堆砂の掘削、積み込み状況（十島地内）

全員協議会で説明する
電発社員の方々

全員協議会

項　　　目 現在実施中の主な取組み 今後実施する主な取組み
1 ．只見川本川

からの流入
対策

田子倉ダムからの最大放流量を約７００トン
（△２６％）低減します。
滝ダム上流の蒲生川合流地点で水位約６０
㎝低下します。

支川（伊南川他）からの流入対策
滝ダム流入量の5０％以上を伊南川流域からのも
のが占めている。
今後治山砂防の取組みなど、県との協議が必要。

２．計画的堆砂
処理

現在の総堆砂量は７７０トンあり、流水土
砂は平成２２年より浚渫船による堆砂処理
を開始したが、２３年豪雨で船が流失し、
陸上掘削による処理を行っている（～平
成２８年度 5万トン）。

平成２９～３３年までの 5カ年で年間1０万トンの処
理量に増やし処理対策を行う。
平成３４年以降は、県の河川整備計画による流域
全体の総合土砂管理を行う。

３、河川整備計
画への協力

従来は県との連携はなかった。 福島県の河川整備計画の考えに同調し、滝調整
池周辺の更なる安全確保に向け協力を図る。
民家等への侵入被害が生じないよう堆砂処理の
協力・蒲生地区での河川整備に当たり、県と協
議し築堤や宅地嵩上げ材料の提供協力。

４、ダム情報の
発信・公開
等の改善

流域自治体へのダム情報の発信 只見ダムの情報を追加。
田子倉ダム制御所に衛星電話設置
ダム放流に関するパンフレット配布

　
３
月
20
日
、
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
電
源
開

発
㈱
か
ら
「
只
見
川
流
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た

取
組
み
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
現
在
実
施
中
の
取
組
み
と
今
後
実
施

予
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
整
理
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

堆砂土砂の積みおろし状況

電源開発㈱が
流域の安全方針を説明

電源開発㈱が
流域の安全方針を説明
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編

集

後

記

　

4
月
か
ら
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
。
こ
の
一
年

で
、
全
面
的
な
紙
面
の
刷

新
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
配
信
、
過
去
分
の
動

画
掲
載
、
住
民
と
の
対
話

時
間
を
増
や
し
た
一
般
会

議
型
議
会
報
告
会
の
導
入

等
を
実
現
し
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
や

応
援
、
委
員
全
員
の
努

力
、
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
、

そ
し
て
議
員
全
員
の
理
解

が
あ
っ
て
こ
そ
。
支
え
て

下
さ
っ
た
皆
様
へ
の
感
謝

を
胸
に
、
よ
り
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
石
橋
明
日
香
委
員
長
）

　

発
行
責
任
者

議　
　

長　

齋
藤　

邦
夫

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

石
橋
明
日
香

副
委
員
長　

小
沼　

信
孝

委　
　

員　

山
岸
フ
ミ
子

	

大
塚
純
一
郎

	

中
野　

大
徳

	

目
黒　

仁
也

自然や伝統が多い只見町

自然と人の温かい町

自然豊かな只見町

受けつごう只見町のいいところ

　只見町は、去年の六月にユネスコ
エコパークに登録されました。
　只見町には、色々な伝統がたくさ

んあります。例えば、雪まつりは雪が多い只見町な
らではのまつりです。毎年遠くから来る人がいっぱ
いいます。私も毎年行っています。只見町の伝統料
理や只見で育てた食材を使った料理が出されていま
す。只見の食材を使った料理は美味しいです。
　学校で「しわいも」や「砂糖豆」を作りました。
手伝いに来て下さった方々も、只見の伝統料理が継
続されるように努力していることが良く分かりまし
た。
　私は「自然」「食」などが多い只見町に住んでい
ることをほこりに思いま
す。こういったほこりが
消えないように、みんな
に広めたいです。

　ぼくが、この只見町で好きな所は、
まず町の皆さんがとても温かいこと
です。ぼくが学校から帰ってくると、

近所の方が「お帰り」とやさしく声をかけてくださ
います。
　次に好きな所は、やっぱり自然です。ぼくは二軒在
家に住んでいます。ぼくのお気に入りの場所は、が
けの上にある近所の小さなお寺です。そこからの景
色は、とても見晴らしが良く、梁取地区から小林地
区まで見わたせるので気に入っています。只見町が
ユネスコエコパークに登録されてうれしかったです。

　只見町の好きなところは、ユネス
コエコパークに登録された豊かな自
然です。家の後ろにはブナがあって、

家の前にはユビソヤナギがあります。それから山に
はカモシカやアカショウビンなど色々な動物がいて、
川にはイワナやヤマメ、カジカなどがいます。ぼく
は、家の前の公園で小さなヤマメをつかまえて、飼
って育てています。また、おじいちゃんと田んぼの
水抜きに行ったときに、田んぼの中にカモシカが立
っていました。
　このように、ぼくたちの生活と生き物は関わりあ
っています。ぼくは、この只見町が素敵だと思いま
す。だから、これからこの豊かな自然を残しつつ、

只見町を発展させていき
たいです。そのために、
自然のことや発展のこと
を学んでいきたいです。

　わたしが好きな只見の良さは、ど
んな人でもほめてくれたり、おこっ
たりしてくれるところです。あぶな

いことなどを絶対に見のがさず、大きな声でしかっ
てくれます。そのおかげで、毎日安全にくらせるよ
うになりました。
　わたしたちが、おじいさん・おばあさんになって
も、ほめたり、しかったりできる人になりたいです。
そして、次の世代、そのまた次の世代にもしっかり
と受けつぎ、事故なしの安全な只見町を作っていき
たいと思います。

朝日小学校 6年

渡
わた

部
なべ

　千
ち

春
はる

明和小学校 6年

一
いち

条
じょう

　洸
こう

輔
すけ

朝日小学校 6年

栗
くり

城
き

　一
いっ

渓
けい

明和小学校 6年

梁
やな

取
とり

こころ

vol.3シリーズ
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